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【【【【提出先提出先提出先提出先】】】】    

    京都府知事京都府知事京都府知事京都府知事    山田啓二山田啓二山田啓二山田啓二    様様様様    

    京都市京都市京都市京都市長長長長            門川大作門川大作門川大作門川大作    様様様様    

京都観光京都観光京都観光京都観光    ――――    10101010年後年後年後年後にににに向向向向けてのけてのけてのけての構造転換構造転換構造転換構造転換（（（（提言提言提言提言））））    

京都京都京都京都市市市市におかれましてはにおかれましてはにおかれましてはにおかれましては、、、、日頃日頃日頃日頃からからからから市市市市民民民民生活生活生活生活のののの向上向上向上向上、、、、市市市市内内内内産業産業産業産業のののの振興振興振興振興へのごへのごへのごへのご尽尽尽尽

力力力力、、、、またまたまたまた本所事業本所事業本所事業本所事業にににに対対対対するごするごするごするご指導指導指導指導・・・・ごごごご協力協力協力協力をいただきをいただきをいただきをいただき、、、、厚厚厚厚くくくく御礼申御礼申御礼申御礼申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。    

京都京都京都京都はははは、、、、春春春春のののの観光観光観光観光シーズンシーズンシーズンシーズンでででで賑賑賑賑わいをみせておりますがわいをみせておりますがわいをみせておりますがわいをみせておりますが、、、、基調基調基調基調としてはとしてはとしてはとしては経済経済経済経済のののの減減減減

速速速速によりによりによりにより観光産業観光産業観光産業観光産業にににに関連関連関連関連するあらゆるするあらゆるするあらゆるするあらゆる数値数値数値数値がががが減少気味減少気味減少気味減少気味にににに推移推移推移推移していしていしていしているのはるのはるのはるのは周知周知周知周知のののの

通通通通りでりでりでりですすすす。。。。    

京都商工会議所京都商工会議所京都商工会議所京都商工会議所でででではははは、、、、観光産業特別委員会観光産業特別委員会観光産業特別委員会観光産業特別委員会をををを通通通通じてじてじてじて、、、、観光観光観光観光のののの現状現状現状現状をををを正確正確正確正確にににに認認認認

識識識識しししし、、、、１０１０１０１０年後年後年後年後のありのありのありのあり方方方方をををを一年間一年間一年間一年間にににに亘亘亘亘ってってってって議論議論議論議論、、、、検討検討検討検討をををを行行行行ってってってってまいりまいりまいりまいりましたましたましたました。。。。    

そのそのそのその結果結果結果結果、、、、    

1.1.1.1. ポストポストポストポスト５５５５，，，，００００００００００００万人万人万人万人のののの京都観光京都観光京都観光京都観光がががが進進進進むべきむべきむべきむべき方向方向方向方向をををを明確明確明確明確にすることにすることにすることにすること。。。。    

2.2.2.2. 議論議論議論議論をををを通通通通じてじてじてじて現現現現れてきたれてきたれてきたれてきた目標目標目標目標をををを共有共有共有共有することすることすることすること。。。。    

3.3.3.3. 関係者関係者関係者関係者がそれぞれがそれぞれがそれぞれがそれぞれ、、、、一歩一歩一歩一歩ずつずつずつずつ変化変化変化変化していくことのしていくことのしていくことのしていくことの必要性必要性必要性必要性をををを共通共通共通共通のののの認識認識認識認識としてとしてとしてとして

持持持持つつつつことことことこと。。。。    

のののの 3333 点点点点についてについてについてについて、、、、委員会委員会委員会委員会でででで合意合意合意合意にににに至至至至りましたりましたりましたりました。。。。    

そこでそこでそこでそこで、、、、このこのこのこの機会機会機会機会にににに検討検討検討検討してきたしてきたしてきたしてきた経緯経緯経緯経緯とととと、、、、そこからそこからそこからそこから共通共通共通共通のののの認識認識認識認識としてとしてとしてとして明明明明らかになっらかになっらかになっらかになっ

たたたた、、、、京都観光京都観光京都観光京都観光がががが今後取今後取今後取今後取りりりり組組組組むべきむべきむべきむべき課題課題課題課題をををを以下以下以下以下のののの項目項目項目項目にににに取取取取りりりり纏纏纏纏めめめめ、、、、提言提言提言提言することによすることによすることによすることによ

りりりり、、、、１０１０１０１０年後年後年後年後にににに向向向向けてけてけてけてのののの構造転換構造転換構造転換構造転換のののの実現実現実現実現ににににオールオールオールオール京都京都京都京都でででで検討検討検討検討してまいりたいとしてまいりたいとしてまいりたいとしてまいりたいと考考考考ええええ

ておりますておりますておりますております。。。。そのためのそのためのそのためのそのための、、、、協議協議協議協議のののの場場場場をををを新新新新たにたにたにたに設設設設けてけてけてけて議論議論議論議論をををを深深深深めめめめ、、、、施策立案施策立案施策立案施策立案にににに役立役立役立役立

てていただくてていただくてていただくてていただくことをことをことをことを期待期待期待期待するものですするものですするものですするものです。。。。    

京都京都京都京都市市市市におかれましてはにおかれましてはにおかれましてはにおかれましては、、、、本所本所本所本所ががががビジョンビジョンビジョンビジョンにににに掲掲掲掲げたげたげたげた““““京都京都京都京都のののの都市格向上都市格向上都市格向上都市格向上””””のののの大大大大きききき

なななな柱柱柱柱であるであるであるである観光振興観光振興観光振興観光振興にににに一層一層一層一層ごごごご尽力尽力尽力尽力いただきますようおいただきますようおいただきますようおいただきますようお願願願願いいいい申申申申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。    

平成平成平成平成２２２２１１１１年年年年４４４４月月月月    

京 都 商 工 会 議京 都 商 工 会 議京 都 商 工 会 議京 都 商 工 会 議 所所所所    

    会会会会 頭頭頭頭    立立立立    石石石石    義義義義    雄雄雄雄    

    観光産業特別委員観光産業特別委員観光産業特別委員観光産業特別委員会委員会委員会委員会委員長長長長    南南南南                隆隆隆隆    明明明明
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京都観光 ――― 10 年後へ向けての構造転換（提言） 
 

京都の観光は、この１０年間の諸施策の積み上げの結果、多様な課題を内包し

ながらも観光客５，０００万人を達成しようとしている。しかしながら、従前の延長や、

相似形の思考だけに頼らず、観光構造の変化に対応して、多角的な認識転換と構

造転換を図っていくことを視野に入れ、その課題について府・市と共通の認識を持

って施策を推進していく。 

 

＜10 年後へ向けての構造転換＞ 

 

１． 「産業としての観光」が克服すべき課題 

内外の経済環境、観光構造の変化に対応して、京都は、多角的な認識転換と

構造転換を図らなければならない。「観光資源」の保護、維持、育成への意識

の醸成と、観光産業全体を育成する積極的な取り組み行動が必要である。 

観光業は多種多様な業種業態の集合体であり、「観光産業としての」一体感が

持ちにくいために､リード役､意思形成が曖昧になりがち｡長期的スパンで、継続

して観光の全体像を掌握する人材､組織体が必要。 

  
２． 入洛観光客の構造変化を計画し、誘導する施策の打ち出し 

新しい「京都コンセプト」 、団塊世代を取り込む戦略企画、独自の観光展開を

進める必要がある。 

１０年間で、宿泊客を大幅に増加させるために、（日帰り客を宿泊型へ誘導する

など） あらゆる施策を動員し、誘導する。10 年間の観光関連エネルギーをこの

実現のために集中する。 

 

３． 外国人入洛客の増加への積極的な対応 

文化的差異、行動様式の差異などによる日常的な摩擦現象は、現在でも発生

しているが、外国人観光客の増加に伴い一層頻発する可能性がある。 

この課題克服には、受け入れ側の入念な事前準備、努力と、入洛外国人への

情報提供などが必要。 

大阪、神戸など隣接する大都市との役割分担により、魅力とバリエーションに富

んだ「大都市広域観光」を進め、受け入れ側の意識転換と行動に取り組む。 
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４． ビジネス客の誘致＝ビジネスに付帯した観光需要の取り込み。（MICE
ﾏ ｲ ｽ

需要） 

MICE
ﾏ ｲ ｽ

需要 ＝ Ｍｅｅｔｉｎｇ、Ｉｎｃｅｎｔｉｖｅ ｔｏｕｒ、Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ、Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎを積

極的に誘致する「集客都市へ成長、変化」。国際観光都市を目指す京都の大

切な役割、使命である。世界、アジアの大都市との厳しい誘致合戦や競争関係

にある。近隣都市との提携、役割分担が必要。 

 

＜今後の展開について＞ 

 

提言を具体的な施策として実現していくためには、京都府、京都市及び関係機関

が主体となって取り組みを推進していくことが不可欠であり、そのためには、こうした課

題解決について検討する場を新たに設け、十分な意思疎通をはかり、観光関連業界

の役割を明確にして推進していくことが必要。                            

 以上 


